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（はじめに）

長崎経済同友会では、長崎都心活性化委員会において、

都心活性化について検討を進めてきました。その成果を、

「長崎中心市街地の活性化に関する提言」として 1999 年 3

月に取りまとめ、さらに現在進行中のプロジェクトを調査

し、今般この資料を作成しました。長崎市を中心とする道

路・鉄道等の交通インフラ、公園・住宅等の都市開発など

の主要プロジェクトの概要と進捗状況を網羅し、参考に江

戸時代から現在に至る長崎港の変遷を付しています。

資料作成に当っては、長崎県、長崎市、長崎商工会議所、

日本道路公団、JR 九州などにデータ提供、取材協力を頂き

ました。また、データの監修は㈱十八銀行地域開発室、CD-

ROM 作成は㈱テクニカル・データの多大な協力を得ており、

関係者に深く謝意を表するものであります。

住みよい長崎を目指して議論を深めるため、この資料を

活用していただければ幸いに存じます。

2000200020002000 年年年年 8888 月月月月

長崎経済同友会

代表幹事  松藤 悟司
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（1）交通インフラ�
平成 12年 8月�

九州横断自動車道� 道路公団� H5～H15
長崎市早坂～中里町�
11.3km�
4車線（当面2車線）�

11年度末進捗率 21%�
用地買収は 93%完了�

九州新幹線�
　長 崎 ル ー ト�

鉄建公団� 未　定�
長崎～博多を 80分で直結�
（40分短縮）�
長崎～武雄は新線建設�

H 10/10、武雄温泉・新大村間の�
環境影響評価�

鉄道連続�
　立体交差事業�

長崎県�
長崎市�
他�

未　定�
川口町～尾上町のJR長崎�
本線の連続立体交差化�
全長 2.4km

11年度末現在 調査事業の進捗 51%�
関係機関との調整を図り、�
早期着工を目指す�

名　　　称� 事  業  体� 期　間� 概　　　　要� 進　捗　状　況�

国道 324号�
　出島バイパス�

長崎県� H3～H15

H2～未定�

早坂～新地町 3.5km�
早坂～転石 1.4km

11年度末進捗率 47%�
（H7地域高規格道路の整備区間に指定）�

長崎南環状線�
　（女 神 大 橋 線）�

長崎県�
運輸省�

H5～H17 大浜町～新戸町 5km�
（内斜張橋 1.29km）�

17年度に大浜～新戸町間が開通予定�
（H10 地域高規格道路の整備区間に指定）�

長崎外環状線� 長崎県� 時津町～長崎市柳田�
21.5km

未整備区間 13.7km�
（内未着工区間は 12.3km）�

国道 34号�
　日見バイパス�

建設省� S52～H13 長崎市田中町～馬町�
7.1km

11年度末で 6.3km開通�
13年度に残り 0.8kmが供用開始予定�

県 施工� S45～H17 小ヶ倉2丁目～田上�
6.5km

小ヶ倉2丁目～八景町　開通済�
八景町～田上　約 1kmは 17年度目標�

市 施工� S63～H17 田上～矢の平1丁目� 矢の平1～3丁目は開通済�
残り区間 2.2kmは 17年度開通目標�

都市計画道路�
�
　浦　上　川　線�

長崎県� 元船町～時津町�
�
 全長 10.5km

南々伸区間 （元船～尾上 0.8km）�
 18年度 開通目標�

南 伸 区 間 （尾上～茂里町 1.6km）�
 14年度 開通目標�

完 了 区 間 （茂里町～松山 0.9km）�
�
北 伸 区 間 （松山～滑石 5.4km）�
 期　間　未　定�

北々伸区間 （滑石～時津 1.8km）�
 期　間　未　定�

都市計画道路�
�
　小ヶ倉蛍茶屋線�



（2）都市開発�

JR長崎駅�
　再　開　発� JR九州� H12� 商業施設を含む駅ビルの�

再整備� H 12 / 9、アミュプラザ開業予定�

出島復元整備事業�
（中短期計画）�

長崎市� H8～H22
出島和蘭商館跡の復元�
（H22までに26棟、�
　最終的には全 49棟）�

日蘭交流 400年を期に5棟復元�

名　　　称� 事  業  体� 期　間� 概　　　　要� 進　捗　状　況�

JR長崎駅周辺�
　地 区 再 整 備�

市・県�
JR等�

H10～�
　終期未定�

S63～�
　終期未定�

H7～�
　終期未定�

H10～�
　終期未定�

H12～�
　終期未定�

長崎駅と周辺の再整備�

県庁移転・�
総合文化センター等�

H 11 / 3、市がグランドデザインを�
取り纏め�

新大工町�
　再　開　発�

民　間� H11～H12

H6～H13

商業施設・住宅48戸など�
全体 2,600 m2

H 12 / 12　完成予定�

〃� 〃� 旅客ターミナル・ドラゴンプロム�
ナード・複合商業施設等�

ほぼ終了�元船地区�

〃� 〃� 水辺のプロムナード・出島ワーフ�
国際観光船岸壁等�

埋立は H13年度、水辺のプロムナード等は�
H15年度完成予定�

常盤・出島�
地区�

〃� 〃� 未着手�尾上地区�

ナガサキ・アーバン　�
・ルネッサンス�
　　　2001 構想�

運輸省�
県・市 等�

松山運動公園～松ヶ枝埠頭�
を再開発し、都市機能・環境�
を改善�

旭　町�
　再　開　発�

民　間� H11～H15 商業施設・住宅 190 など�
全体 41,000 m2

H 12 / 2 特定業務代行方式による�
事業化確定�

複合交通�
　タ ー ミ ナ ル�

未　定� 未　定�

未　定�

高速・観光バスターミナル�
や貨物集配施設等の整備�

現在、計画の概要・スケジュールを�
検討中�

長崎県庁舎�
　　移　　転�

長崎県� H19以降�
　　の着工�

県庁舎を長崎魚市跡地へ�
移転�

詳細は未定�

新地・館内の�
　町づくり計画�

長崎市�
民　間�

民　　間�
西部ガス�

歴史資料館・唐寺などの�
整備�

十善会地区・斜面宅地の整備等に着手�
（H7～19年度）�

長崎国際�
　マリン都市構想�

長崎県� 漁港整備・国際マリン�
都市の整備�

新漁港 水産試験場完成�
海洋資源教育センター工事中�

（3）文化・観光等�

いこいの里� 長崎市� ゴルフ場・あぐりの丘を�
主とした市民公園�

あぐりの丘は完成、�
ゴルフ場は未定�

諏訪の森�
　再　整　備� 長崎県� 歴史・文化・学術ゾーン�

として再整備�
県政策創造会議が長崎奉行所の復元を�
中心に提言�

小江地区�
　L N G 基 地�

長崎市・時津・長与町＜約12万戸＞�

の液化天然ガスへの転換�
H12年度より用地買収に入り、�
基礎工事は 12 / 10～ 15 / 3を予定�

名　　　称� 事  業  体� 期　間� 概　　　　要� 進　捗　状　況�



12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18 19 20 21 22
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

九州横断自動車道

324号 出島バイパス

34号 日見バイパス

長崎南環状線（女神大橋線）

・時津～川平　4.6km　H2/7　供用開始

・川平～西山　3.2km　H3/3　供用開始

・長崎（早坂町）～田上　324号 出島バイパス事業で整備中

　その他の路線は未施工（12.3km）

都市計画道 浦上川線

　　　　＜元船～尾上町＞

　　　　＜尾上～幸町＞

　　　　＜幸町～茂里町＞

都市計画道 小ヶ倉蛍茶屋線

　　　　＜小ヶ倉～田上＞

　　　　＜田上～矢の平＞

JR長崎駅 再開発

JR長崎駅周辺地区 再整備 調査事業実施中

旭町 再開発

新大工町 再開発

長崎 アーバン ルネッサンス

　　　（元船地区）

埋立工事は 13年度概成

水辺のプロムナードは 15年度完成、利用計画見直し中（4.6ha）

　　　（尾上地区）

出島復元（中短期計画）

長崎外環状線

　　　（常盤・出島地区）

プロジェクトの進捗状況表（完成時期）

県庁舎移転候補地として調整中



長崎の中心市街地 活性化主要プロジェクト�

現況道路網�

将来構想図�

平成17年度まで�
（ 構  想  図 ）�

平成17年度以降�
（ 構  想  図 ）�

計　画�
（交通インフラ）�

計　画�
（ 都 市 開 発 ）�



現況道路網�

将来構想図�

平成17年度まで�
（ 構  想  図 ）�

平成17年度以降�
（ 構  想  図 ）�

計　画�
（交通インフラ）�

計　画�
（ 都 市 開 発 ）�

長崎の中心市街地 活性化主要プロジェクト�



現況道路網�

将来構想図�

平成17年度まで�
（ 構  想  図 ）�

平成17年度以降�
（ 構  想  図 ）�

計　画�
（交通インフラ）�

計　画�
（ 都 市 開 発 ）�

長崎の中心市街地 活性化主要プロジェクト�



現況道路網�

将来構想図�

平成17年度まで�
（ 構  想  図 ）�

平成17年度以降�
（ 構  想  図 ）�

計　画�
（交通インフラ）�

計　画�
（ 都 市 開 発 ）�

長崎の中心市街地 活性化主要プロジェクト�



九州横断自動車道�

国道34号 日見バイパス�

長崎南環状線�長崎南環状線（女神大橋）�

臨港道路皇后木鉢線�

長崎外環状線�

長崎外環状線�

国道324号出島バイパス�

都市計画道路�
小ヶ倉蛍茶屋線�

都市計画道路�
浦上川線�

現況道路網�

将来構想図�

平成17年度まで�
（ 構  想  図 ）�

平成17年度以降�
（ 構  想  図 ）�

計　画�
（交通インフラ）�

計　画�
（ 都 市 開 発 ）�

長崎の中心市街地 活性化主要プロジェクト�



現況道路網�

将来構想図�

平成17年度まで�
（ 構  想  図 ）�

平成17年度以降�
（ 構  想  図 ）�

計　画�
（交通インフラ）�

計　画�
（ 都 市 開 発 ）�

NUR2001内港エリア�
出島復元整備事業�

新大工町再開発�

長崎駅周辺地区�
再整備事業�

旭町 再開発�

長崎の中心市街地 活性化主要プロジェクト�



中里工事�
L=1,690.0m�
H.12.3.18～H.15.3.2

長崎多良見 IC工事�
L=870.0m�
H.12.2.23～H.14.3.13

長
崎
～
長
崎
多
良
見
間
�

L=
11
.3
km

現川川橋（下部工）工事�
L=231.0m�
H.11.3.19～H.12.9.8

現川トンネル工事�
L=975.4m�
H.11.7.1～H.13.12.16

中尾トンネル工事�
L=2,115.0m�
H.11.2.26～H.13.12.11

中尾橋（下部工）工事�
L=178.5m�
H.8.5.31～H.10.1.30

現川川橋（PC上部工）工事�
A=2,252.0m2�
H.12.6.21～H.14.4.11

中尾橋（PC上部工）工事�
A=1,696.0m2�
H.8.6.29～H.10.4.29

芒塚工事�
L=570.0m�
H.12.7.20～H.15.6.4

長崎トンネル工事�
L=1,955.3m�
H.11.9.23～H.14.3.10早坂工事�

L=385.0m�
H.10.12.23～H.12.10.12

九　州　横　断　自　動　車　道�

九州横断自動車道
計画区間：長崎市早坂町〜長崎市中里町
　　　　　L=11.3km
事業主体：日本道路公団
事業期間：H5〜H15目標
道路規格：4車線（当面は暫定2車線）設計速度80km/h
事 業 費 ：約751億円



長崎多良見 I C  現況�



長崎多良見 I C  計画�



早坂地区  航空写真�



早坂地区  工事現況図�



早坂町  完成予想図�



転石周辺  完成予想図�



活水女子大�

長崎女子短大�

小島中学校�

国道324号�

常盤町�

早坂町�

上小島公園� 三景台団地�

大浦中学校�
北大浦小グランド�

国立療養所長崎病院�

中小島ガーデンヒルズ�

長崎スポーツセンター�

九
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地表面�

国道324号 出島バイパス　L=約3.4km　W-19.5m

国道324号 出島バイパス　位置図�

トンネル部　L=約2.94km 一般部　L=約0.33km一般部　L=約0.15km

（仮称）オランダ坂トンネル（上り坂）　L=2920m

N

国道324号 出島バイパス
計画区間：新地町〜田上町　L=約4.9km
　　　　　・本線：新地町〜早坂町
　　　　　　　L=約3.5km（内 トンネル L=2.9km）
　　　　　・長崎外環状線：転石〜早坂町
　　　　　　　L=約1.4km
事業主体：長崎県
事業期間：H3〜H15目標
事 業 費 ：約460億円



市民病院前  完成予想図�
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新日見トンネル�

長崎外環状線�

日見トンネル�

新明相寺橋�

矢上大橋�
有料道路�

新番所橋�
JR長崎駅�

長崎市役所�

建
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至 

愛
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至 諫早市�至 長崎多良見IC

奥山橋�

長崎市�

県庁前�

本河内トンネル�

本河内橋�

県  

昭
和
馬
町
線�

 

九
州
横
断
自
動
車
道�

主
  野
母
崎
宿
線
�

馬町�
切通�

長崎日見IC�
（仮称）�

矢上�

8工区�

L=1,100m�
W=35m�
都市計画決定�
S52.10.18�

 （H元.4供用）�

7工区�

L=1,200m�
W=25m�

 （H10.6供用）�

6工区�

L=2,300m�
W=25m

日見バイパス　L=7.1km�
都市計画決定（5～7工区）S55.3.31

国道34号　日見バイパス�

5工区�

L=2,500m�
W=25m

N

324

499

202

202

34

34

251

251

251

国道34号 日見バイパス
計画区間：長崎市田中町〜長崎市馬町
　　　　　L=7.1km
事業主体：建設省
事業期間：S52〜H13年度
事 業 費 ：約640億円
進 捗 率 ：90%（H11年度末）残 0.8km



女神大橋線
計画区間：新戸町〜大浜町
　　　　　L=約5.0km（内 斜張橋 L=1.29km）
事業主体：長崎県・運輸省
事業期間：H5〜H17目標
事 業 費 ：約500億円
進 捗 率 ：37%（H11年度末）



全体計画　L=5.0km
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女神大橋線 位置図�

第1期事業区間�
本　　線　L=4.0km�
アクセス　L=1.0km

臨港道路 女神大橋線�

臨港道路 戸町女神線�

（アクセス道路  2  ）L=1.0km

B区間・C区間�
女神アクセス�

県道路事業（有料道路事業含む）と�
港湾事業（直轄含む）�

A区間・D区間�県道路事業�

神ノ島アクセス�港湾事業�

区　　間� 事　業　主　体�

A�
L=1.0km

臨港道路 皇后木鉢線�

（アクセス道路  1  ）L=1.5km

B�
L=0.6km

C�
L=2.4km

D�
L=1.0km



20,000�

上り：L=20m

2@50,000�

L=100m

2@r= L m�

OFF：2@34.0=68.0m�
下り：2@41.0=82.0m�
上り：2@46.0=92.0m�
O  N：2@46.0=92.0m

200,000 480,000�
L=880m

（180.0m）� （50.0m）�法定航路 165.0m

TP=1,603

65
.0
m

200,000 62,000+75,000+60,000�
L=197m

《　本　橋　部　》�

《女神側取付部》�《木鉢側取付部》� L=1,289,000

橋　梁　計　画　図�



女神大橋  完成予想図�
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浦上川線
尾上町工区
　事業区間：尾上町〜幸町 L=0.7km
　事業期間：H2〜H13
　進 捗 率 ：81%（H11末）

幸町工区
　事業区間：幸町〜茂里町 L=1.09km
　事業期間：H8〜H14
　進 捗 率 ：34%（H11末）

元船町工区
　事業区間：元船町〜尾上町 L=0.8km
　事業期間：H11〜H18
　進 捗 率 ：0.1%（H11末）

全体概要（L=約10.5km）
南々伸区間：元船町〜尾上町 L=約0.8km
南 伸 区 間：尾上町〜茂里町 L=約1.6km
完 了 区 間：茂里町〜松山町 L=約0.9km
北 伸 区 間：松山町〜滑石2丁目 L=約5.4km
北々伸区間：滑石2丁目〜西彼 時津町 L=約1.8km



茂里町  完成部分写真�



稲佐橋付近  完成予想図�



九州新幹線長崎ルート概要図�

新幹線鉄道規格新線�

在　来　線　区　間�

計�

フ　ル　規　格�

スーパー特急方式�

（武雄温泉～長崎間）�

（博多～武雄温泉間）�

（博多～長崎間）�

約 66km�

約 82km�

約 148km
至 大阪・東京�

小倉�

博多�

鳥栖�

鹿
児
島
ル
ー
ト�

佐賀�

諫早�

長崎�

肥前山口�

武雄�
温泉�

嬉野�
温泉�
（仮称）�

新大村�
（仮称）�

新鳥栖�
（仮称）�

新鳥栖～武雄温泉 約 51km�
新大村～長崎 約 34km�

昭和60年 1月 駅・ルート公表�
昭和61年 9月 環境影響評価報告書案�
 知事送付�
昭和61年 12月 知事意見書提出�

平成10年 5月 長崎駅 駅部調査�

武雄温泉～新大村 約 32km�

平成10年 2月 駅・ルート公表�
平成10年 10月 環境影響評価報告書案�
平成11年 2月 方法書に対する知事意見書提出�
平成11年 2月 環境影響評価実施�

博多～新鳥栖 約 26km�

（鹿児島ルートと供用）�
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浦上駅周辺の都市的集積

街並み・まちづくり総合支援事業

（文化情報交流施設・商業・業務施設）

鉄道による市街地の分断

連続立体交差事業計画

新幹線計画

貨物ヤード等の低未利用地

慢性的な渋滞路線

・狭小な駅前広場・歩行者デッキ
　による圧迫感・暗さ
・交通ターミナルの機能不十分

新県庁移転計画魚市跡地の低未利用地

市街地再開発事業

業務及び住宅地であるが、
老朽化・低未利用地が目立つ

（都）浦上川線の計画

東西市街地の連携不足

調査区域及び関連計画図

凡　　例

Ｈ９調査区域(110ha)

Ｈ10調査区域( 35ha)

今後予定されている
事業計画

長崎駅周辺から旧市街地の
都市的集積



浦上駅�
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竹岩橋�

稲佐橋�

旭大橋�

長崎港�

長崎駅�
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至 大橋�

至 大波止�

新都市拠点創造ゾーン（長崎駅周辺）�
　在来線の連続立体交差事業や新幹線�
計画に合わせた鉄道施設、駅前広場の�
再整備を図ります。�
　また、路面電車を駅に引き込んだり、�
駐車場やバスが発着する複合交通ター�
ミナルなど交通拠点機能の充実・強化�
を図ります。�
　さらに、にぎわい・交流拠点づくり�
を促進し、長崎の玄関口にふさわしい�
環境整備を目指します。�

アーバンライフゾーン（幸町・宝町周辺）�
　都市部の立地性と今ある商業・業務施設�
を生かし、都市型住宅の整備を図ります。�
職住近接型の住環境・業務環境づくりを目�
指します。�

アメニティ・住宅ゾーン（浦上川右岸）�
　長崎駅に近い利便性と浦上川沿岸の�
親水性を生かし、歩行者道路や都市型�
住宅の整備を図ります。浦上川右岸地�
域の生活拠点づくりを目指します。�

レクリエーション・交流ゾーン（茂里町周辺）�

長崎駅周辺地区の5つのゾーン�

　長崎ブリックホールと商業・業務施設との�
連携を図り、さまざまな文化活動や交流の促�
進を目指します。�

地域核ゾーン（浦上駅周辺）�
　今ある福祉・厚生施設や交通の利便性を�
生かし、商業・業務機能の再整備と都市型�
住宅の整備を図ります。浦上周辺地域の生�
活拠点、交通拠点づくりを目指します。�

基　本　構　想　図�
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主要な歩行者動線

供給処理施設
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長崎駅周辺整備
事業主体：九州旅客鉄道
事業期間：平成12年9月21日 オープン予定
開発面積：約27,000 m2
計画概要：5階建 大型複合商業施設
　　　　　　店舗面積 20,137m2 / 136店舗
　　　　：11階建 ビジネスホテル / 144室
　　　　　　立体駐車場 800台

施設名称：『アミュプラザ長崎』





旭町再開発  計画図�

旭町再開発
事業主体：旭町地区 市街地再開発準備組合
開発面積：8,412m2
計画概要：商業・業務施設、住宅 約160戸
　　　　　計画見直し中





新大工町再開発  計画図�

新大工町再開発
事業主体：長崎市新大工町地区 市街地再開発組合
事業期間：平成11年5月22日　着工
　　　　　平成12年12月　完成予定
計画概要：全体 2,600m2
経　　緯：地下1階 地上14階建
　　　　　延床面積 約10,000m2
　　　　　住宅（3〜14F）48戸
　　　　　ビル愛称『シーボルタウン』



新大工町再開発 完成予想図�



出島ワーフ�夢  彩  都�



ナガサキ・アーバン・ルネッサンス 2001構想�
全　体　図�

NUR2001構想
事業主体：長崎県・長崎市・民間
事業期間：昭和61年3月
　　　　　「ナガサキ・アーバン・ルネッサンス2001構想」策定
計画概要：元船地区　6.8ha（内 埋立 4.3ha）
　　　　　　旅客ターミナル、複合商業施設、倉庫 等
　　　　　常磐・出島地区　16.7ha（内 埋立 11.6ha）
　　　　　　公園、フィッシャーマンズ ワーフ 等
　　　　　　4.6haの利用計画見直し中
　　　　　茂里町地区（三菱機工跡地）4.1ha
　　　　　　公会堂型 文化情報交流施設
　　　　　駅周辺地区　約50ha
　　　　　　新都市拠点整備事業 等
　　　　　尾上（旧魚市）地区
　　　　　　県庁移転用地



長崎港  航空写真 - 1



長崎港  航空写真 - 2



長崎港  航空写真 - 3



元　船　地　区�

元船地区
全体 6.8ha
　離島ターミナル、倉庫 等 完成
　H 12/ 4/ 1 複合商業施設『夢彩都』開業
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常盤・出島地区  平面�

常磐・出島地区
全体 16.7ha
　水辺のプロムナード建設中
　埋立工事はH13年度 概成
　4.6haについて利用計画見直し中
　（当初計画はホテル、コンベンションセンター等）



水辺のプロムナード（国道側イメージ）�



水辺のプロムナード（海側イメージ）�



施工中  写真 - a



施工中  写真 - b



現　況　写　真�



長崎出島ワーフ　立面図�

出島ワーフ
H 12/ 4/ 15 出島ワーフ開業
　敷　　地：2,077m2
　建築面積：1,567m2
　延　　床：2,270m2
　木造 一部RC造　地上2階建



長崎出島ワーフ　平面図�



出島ワーフ　開発前-1



出島ワーフ　開発後-1



出島ワーフ　開発前-2



出島ワーフ　開発後-2



出島ワーフ　開発後-3



出島ワーフ　開発後-4



出島ワーフ　開発後-5



出島ワーフ　開発後-6



出島位置図（航空写真）�

出島復元計画
事業・計画概要：全体計画
　　　　　　　　　19世紀初頭を目標に復元する
　　　　　　　　　（最終的には49棟の復元）
　　　　　　　　短中期計画（平成8年から平成22年度）
　　　　　　　　　東・南面の石垣調査から着手、復元修理を行う
　　　　　　　　　26棟の復元整備
　　　　　　　　日蘭交流400年（平成12年）
　　　　　　　　　5棟復元
　　　　　　　　　南側の顕在化
　　　　　　　　長期計画
　　　　　　　　　出島四面の復元、水面による顕在化を図る
　　　　　　　　　19世紀初頭の出島の完全な姿を浮かび上がらせる
進　捗　状　況：史跡指定 大正11年10月12日
　　　　　　　　平成8年3月 出島復元整備計画策定



短中期計画  完成予想図�



長崎港  海岸線の移り変わり�
現在と江戸時代との比較�
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全てを重ねる�



長崎港 海岸線の移り変わり�

江戸時代中期�
　　ー 1700年代�

幕末時代�
　　ー 1850年頃�

明治2・3年頃�
　　ー 居留地建設�

明治25年頃�
　　ー 中島川（江戸町付近）変流工事�

明治37年頃�
　　ー 長崎駅周辺埋立�

昭和初期�
　　ー 出島・元船岸壁建設�

現在の海岸線�
　　ー アーバンルネッサンス2001 埋立地�

全てを重ねる�



長崎港 海岸線の移り変わり�

江戸時代中期�
　　ー 1700年代�

幕末時代�
　　ー 1850年頃�

明治2・3年頃�
　　ー 居留地建設�

明治25年頃�
　　ー 中島川（江戸町付近）変流工事�

明治37年頃�
　　ー 長崎駅周辺埋立�

昭和初期�
　　ー 出島・元船岸壁建設�

現在の海岸線�
　　ー アーバンルネッサンス2001 埋立地�

全てを重ねる�



長崎港 海岸線の移り変わり�

江戸時代中期�
　　ー 1700年代�

幕末時代�
　　ー 1850年頃�

明治2・3年頃�
　　ー 居留地建設�

明治25年頃�
　　ー 中島川（江戸町付近）変流工事�

明治37年頃�
　　ー 長崎駅周辺埋立�

昭和初期�
　　ー 出島・元船岸壁建設�

現在の海岸線�
　　ー アーバンルネッサンス2001 埋立地�

全てを重ねる�



長崎港 海岸線の移り変わり�

江戸時代中期�
　　ー 1700年代�

幕末時代�
　　ー 1850年頃�

明治2・3年頃�
　　ー 居留地建設�

明治25年頃�
　　ー 中島川（江戸町付近）変流工事�

明治37年頃�
　　ー 長崎駅周辺埋立�

昭和初期�
　　ー 出島・元船岸壁建設�

現在の海岸線�
　　ー アーバンルネッサンス2001 埋立地�

全てを重ねる�



長崎港 海岸線の移り変わり�

江戸時代中期�
　　ー 1700年代�

幕末時代�
　　ー 1850年頃�

明治2・3年頃�
　　ー 居留地建設�

明治25年頃�
　　ー 中島川（江戸町付近）変流工事�

明治37年頃�
　　ー 長崎駅周辺埋立�

昭和初期�
　　ー 出島・元船岸壁建設�

現在の海岸線�
　　ー アーバンルネッサンス2001 埋立地�

全てを重ねる�



長崎港 海岸線の移り変わり�

江戸時代中期�
　　ー 1700年代�

幕末時代�
　　ー 1850年頃�

明治2・3年頃�
　　ー 居留地建設�

明治25年頃�
　　ー 中島川（江戸町付近）変流工事�

明治37年頃�
　　ー 長崎駅周辺埋立�

昭和初期�
　　ー 出島・元船岸壁建設�

現在の海岸線�
　　ー アーバンルネッサンス2001 埋立地�

全てを重ねる�



長崎港 海岸線の移り変わり�

江戸時代中期�
　　ー 1700年代�

幕末時代�
　　ー 1850年頃�

明治2・3年頃�
　　ー 居留地建設�

明治25年頃�
　　ー 中島川（江戸町付近）変流工事�

明治37年頃�
　　ー 長崎駅周辺埋立�

昭和初期�
　　ー 出島・元船岸壁建設�

現在の海岸線�
　　ー アーバンルネッサンス2001 埋立地�

全てを重ねる�



長崎中心市街地の活性化に関する提言長崎中心市街地の活性化に関する提言長崎中心市街地の活性化に関する提言長崎中心市街地の活性化に関する提言                                                                                    

平成 11 年 3 月 19 日

　　　　　　　　　　　　　　　　長崎経済同友会都心活性化委員会
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１． 長崎中心市街地の現状

長崎市は、歴史、文化的遺産に恵まれ、また平和都市としての側面を持
っており、内外の知名度が群を抜く観光・文化都市である。また、県都、商
都でもあり、地方にあって長く賑わいを維持してきた希有の街である。
しかしながら、近年の状況をみると、福岡への産業基盤、商業集積のシ

フトに加えて、人口も県外・市外への流出が続いている。また、観光客の市
内への入込みも減少するなど、長崎は都市としての活動レベルが全体的、趨
勢的に低下してきている。
こうした問題は特に中心市街地において深刻であり、抜本的な再活性化

を図るべき時が来ている。
もとより、長崎の街のあり方としては、福岡に対抗してミニ東京型の都

市造りを目指すことは、適当でもないし、現実的でもない。長崎としては、
「長崎らしさ」を維持、強化しつつ、都市としての一般的に必要かつ十分な
機能を確保していくという考え方で臨むべきである。しかしながら、そうし
た現実的な観点に立っても、現在の長崎、特に中心市街地は、活性化に向け
て相当の努力を傾けていくべき状況にあるのではないかと考えられる。

(注)中心市街地の範囲をどう考えるかは、議論のあるところであ
るが、ここでは都市の活性化というテーマに即し、旧７７ヶ町だ
けでなくその外延である山手、新地、平和町等の地区も含めた範
囲で捉えることとする。

この間、長崎中心市街地においては、アーバンルネッサンス２００１計
画を始めとして、日蘭交流４００周年にあたる西暦２０００年を一つの節目
として各種の再開発プロジェクトが進行中であり、中心市街地の再活性化に
とって絶好のチャンスとなっている。しかしながら、そうした再開発プロジ
ェクトも、経済環境の悪化や、｢街造り｣のあり方に関する市民の間での意見
の不一致、利害の衝突などから、全体として実現が後ずれしている。
以上のような問題について、既に官民において各所で議論が行われてい

るが、問題解決の方向性について今なお明確なコンセンサスが得られていな
いのが現状である。これは、｢街造り｣に関して、行政サイドの県と長崎市の
連携が不充分であるほか、民間サイドにおいても市民の意向を集約する努力
が不足しているからと考えられる。
本ペーパーは、そうした現状を踏まえ、長崎中心市街地の活性化につい

て前進を図るための提言として取りまとめたものである。
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２．「街造り｣推進体制構築の必要性

冒頭に述べたような現状認識に立つと、中心市街地の活性化について官
民が協力して企画･立案･推進していくための体制を早期に構築することが、
まずもって重要なステップと考えられる。
具体的には、県・市等の行政サイドのスタッフ、各ゾーン（後述）のコ

ーディネーター、都市工学･郷土史に関する有識者などをメンバーとする合
同協議の場（以下、「街造り協議会」）を常設し、そこで「街造り」に関する
理念や具体的な進め方について、総合的、継続的、一元的に意見調整を行う
ことが有効である。
その際行政サイドでは、中心市街地の基本的担当部署である長崎市に、

「街造りのトータルプラン」を企画・立案・調整するための横断的な役割を
担う部署を新設し、当該部署が「街造り協議会」の事務局機能も担うことが
考えられる。また民間サイドでも、「街造り協議会」の受け皿的機能を果た
すものとして、各ゾーンのコーディネーターが参集し、かつ適宜専門家の参
加も求めて、民間サイドとしての議論を深める場（常設の委員会）を創設し
ていくことを検討すべきである。
もちろん行政の対応については、予算措置等で議会の承認等が必要にな

るが、縦割り行政の弊害を防止し、県･市･民間が協力して街造りを進めてい
くためには、関係者が組織の垣根を越えた横断的な場で議論を深めておくこ
とがどうしても必要である。また、その方が、県と市の審議会などの議論の
場の重複回避とともに、最終的に効率的な予算執行を図っていくうえでも有
益と考えられる。
また、後述するように、国や地方自治体の財政面の制約の強まりを勘案

すると、民間の資金や経営ノウハウの活用(ＰＦＩの導入)が不可欠と考えら
れるところであり、その進め方、対象事業の選定についても、県と市が連携
しつつ、｢街造り協議会｣の中で基本的コンセンサスを得て行くことが適当で
あろう。

３．中心市街地の問題点と解決の方向

近年における中心市街地の活動レベル低下の基本的背景は、都市機能の
低下と街の魅力の喪失にあると考えられる。具体的には、次の諸点を指摘す
ることができる。

① 個性ある景観的魅力の低下
長崎にとって最大の財産とも言うべき、重要な歴史的遺産、風致が

再開発の過程で埋没している。特に、歴史的町並みが崩壊の危機に直
面している。
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また、一般的な都市景観の面からも、統一感を欠いた建物群、町並
みにそぐわない中心部での青空駐車場の存在、水辺エリア（海・川沿
い）の親水性の喪失などから、長崎市街のもつ本来の美しい景観が、
活かされなくなっている。ＪＲ駅頭(さらには空港も)のほか、バスや
路面電車の停留所等の景観も、このところ改善努力が払われているが、
観光都市としては、なお美観に乏しくアピールを欠いている。
さらには、中心市街地の象徴となる印象的なランドマークがないた

め、都市景観上のアクセントも欠いている。
こうした観点を踏まえ、景観的魅力の維持・強化の方策を推進して

いく必要がある。

② 交通インフラの整備の遅れ
公共交通体系の効率性・利便性の低下、空港・客船ターミナル・Ｊ

Ｒ・バスターミナル間の連絡の悪さ、駐車場の不足などから、各ポイ
ント間のアクセスが不効率である。また、中心市街地における朝夕、
休日の渋滞解消も大きな課題である。
こうした点を考慮に入れ、駐車場問題も含めて、総合的な交通イン

フラの整備を図る必要がある。

③ ファシリティーの不足
親水エリア、公園などの憩いの空間、各種の「祭り」のためのパフ

ォーマンス会場が不足している。このため、システマティックに長崎
らしさを演出しにくくなっている。また、ブリックホールなど多目的
ホールは充実が図られてきているが、大きなメッセやイベントを開催
するためには、なおキャパシティー、ファシリティーが不足している。
特に、長崎はキリシタン文化、鎖国文化を始めとして、歴史的文化

遺産が豊富であるにもかかわらず、これを総合的に学ぶための情報イ
ンフラ（総合的に歴史、民俗資料を展示する施設等）が不足している。
このため、観光客や研究者にとって長崎の歴史、文化を効率的に学ぶ
ことが困難である。
さらに、市民にとっての情報基地になるような図書館施設も、蔵書

量や新媒体(ＣＤ、インターネットによる情報提供等)の活用の面で他
の地方都市に比べ見劣りしている。
これらの点を踏まえ、観光、｢長崎学｣振興のほか、市民のアメニテ

ィー向上等に繋がるファシリティーの充実が必要である。

４．街造りのための具体的な提案

以上のような課題を全体的に解決していくためには、次のような対応を
図る必要がある。
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(１) 　中心市街地の中でポイントとなるエリア(地区、通り、川)を特定し、
各々について明確なゾーニングの下で、その特色を生かすような再整
備計画を策定・推進すること。

もともと長崎の中心市街地は、自然発生的な都市の形成というよりも、
政策的に整備されてきた経緯があるため、極めて明確なゾーニングが本
来存在してきた。阿蘭陀人のための街、華僑のための街、西洋人のため
の居留地、宗教政策のために計画的に配された寺の街、そしてそれらを
支える町人の街などが、それぞれの目的を持って創られてきたのである。
また、それら異種の文化が通りひとつを隔てて、渾然と共存しているこ
とが「長崎らしさ」、｢異国情緒｣として人々に認識されていたと言える。
しかしながら、そうした長崎らしい町並みが、整合性の十分採れていな
い開発によって、喪失されてきている。
そこで、この長崎らしい町並みを蘇らせるための都市計画、都市景観

上の制度を各ゾーンごとに制定し、現在も残存している象徴的な建築物
や施設などを保存、活用するシステムを創るとともに、長い目で見てそ
うした建築物等にマッチする街造りに取組んで行くことが非常に重要で
ある。例えば、建築物の色彩、石材の使用、高さ等について、エリアご
とに規制ないし慫慂措置を設けていくことも、景観条例の制定を含めて
検討すべきである(現状は色彩について、市の｢お勧め色リスト｣はある
が、単に情報提供にとどまっており、実効が挙がっていない)。
もちろん、そうした歴史的な町並みだけではなく、新しく形成されて

きたゾーンについても、それぞれの位置付けを改めて明確にしながら、
それにふさわしい街造りを展開していくことが必要である。
そうした観点に立つと、例えば各ゾーンごとに長崎市が地域住民（な

いしは、当該地域が選任した外部の街造りの専門家）の中からコーディ
ネーターを選任、委嘱し、そのコーディネーターを中心に歴史的経緯等
も踏まえたグランドデザインを作成し、明確なテーマを持った都市景観
を形成していくことが考えられる。その際、現在の建築基準法、都市計
画法の上位に位置する、ないしより大きな指針となる街づくりのルール
を策定することも必要となろう。同時に、その地域の投資意欲や土地所
有者の権利を削ぐことのないよう、例えば空中権売買等まで視野に入れ
た規制緩和策の検討も必要となろう。
こうした考え方に基づき、具体的なゾーニングを例示すれば次の通り

である。

① 風致エリア(江戸町･出島、新地･館内、山手、寺町、中島川、諏訪の
森、平和公園、築町＜メルカ築町周辺＞等)
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それぞれの歴史的な経緯、それにマッチする景観を重視した街造り
を展開することとし、長崎らしい街造りの中心に位置付ける。既に、
出島復元、中島川周辺の整備、新地地区の中華街としての充実などが
進展しているが、さらに具体的に各エリアの特色を活かした街造りの
推進が必要である。諏訪の森や平和公園エリアについても、土地利用
について必要な規制もかけながら、一帯の雰囲気や景観を維持、向上
させていくことが適当である。また、新地エリアに隣接する銅座川は、
駐車場に転用され景観を著しく損ねており、町並みの魅力を大きく低
下させていると考えられるため、景観回復の観点から、別途専用ビル
を建設して駐車場問題に対応することが適当である（他地域も含め、
「地下駐車場」も、コスト面、技術面がクリアされれば、有力案にな
り得る）。また、唐人屋敷周辺は、歴史的な町並みが既にかなり失わ
れているが、早期に保存･再整備プランを策定すべきである。メルカ
築町周辺も、独特のカーブした通りの魅力を活かしながら、「食（グ
ルメ）空間」としての充実を図ることで、観光客の集客力の強化とと
もに「メルカ築町」自体の利用度向上も図るべきであろう。

② 中心商業地（浜町周辺)

近辺における駐車場の整備を前提としながら、原則として商業車以
外の乗り入れを禁止し、「歩いて楽しいショッピング空間」としての
魅力向上を基本に、さらに整備を図っていくことが適当と考えられる。
既に、中心市街地活性化に係る法律に基づいた活性化に向けての努力
が行われているが、それを加速していく必要があろう。その中で、専
門店街としての魅力を高めていく努力も重要と考えられる。

③ ターミナルエリア(ＪＲ長崎駅周辺)

長崎中心市街地の交通ターミナル体系は、効率性を欠いている。本
来、ＪＲ長崎駅、大波止旅客船ターミナル、県営バスターミナル、長
崎バスターミナル、路面電車のハブ的な機能を果たすターミナル(現
状存在しない)は、一箇所に集中していることが望ましい。そうした
観点から、将来的にはＪＲ長崎駅と大波止の間の地帯に、総合的なバ
ス、路面電車ターミナルを形成していきたいところである。

④ スポーツ・福祉エリア(大橋～幸町の浦上川周辺)

既に、このエリアでは運動施設、病院、福祉施設、セレモニーホー
ルなど、統一感ある施設の集積が行われてきているが、さらにそうし
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た位置付けを明確にしていくことが望まれる。その際、老朽化の目立
つ市民病院については、この地域に移転することも一案である。

⑤ ビジネスオフィス･エリア(市役所通り)

このエリアでは、思い切った容積率の緩和による高層化の推進、駐
車場スペース(ビル)の確保を図ることによって、オフィスエリアとし
ての利便性をさらに高めていくことが適当である。

⑥ 常盤地区

アーバンルネッサンスによる埋立地については、基本的に以上のよ
うなゾーニングでカバーされない機能を補完するものとして、位置付
け活用して行くことが適当である。例えば、大波止ターミナル、出島
ワーフに近いこと、対岸には三菱重工長崎造船所が位置していること、
などを踏まえ、臨海性に重点を置くこととし、｢海｣、｢港｣、｢船｣をテ
ーマとした海洋海事博物館などの建設及び歴史的船舶の設置・運行な
どが考えられる。あるいは、都心最後の広大な平坦地であることを踏
まえ、通常時は広場としておき、必要時に祭りのパフォーマンス開催
会場やメッセ用地として使用することなどが考えられる。また、町造
りの過程で一時的に必要となる代替地として当面活用して行くことも
考えられる。いずれにせよ、常盤地区については、中心市街地全体の
街作りの一環として利用方法を検討すべきであり、この地区のみの議
論として結論を急ぐべきではないと考えられる。

(２) 地区、通りを繋ぐ動線を検討の上、道路、公共交通網、駐車場計画を
策定すること。

  交通インフラの整備は、本来街造りのトータルプランの一環として行
われるべきであるが、行政サイドにおける担当部署の縦割りの予算配分
などから、独立的に行われてきたきらいがあり、街造りとの積極的な整
合性の確保が図られているとは言いがたい面がある。また、交通インフ
ラの中での予算配分も道路整備にやや比重がかかり過ぎる傾向もある。
今後は、街造りのトータルプランはもとより、環境問題、資源問題も視
野にいれた総合交通体系を検討、整備していくことが重要である。
特に長崎の場合、その地形や街の成り立ちからして、中心市街地につ
いては、自動車交通に過度に依存することは回避しなければならない。
特に、上述の風致エリアの無理な道路の拡幅は、美しい町並みの喪失を
通じて、却って観光客の減少を招く結果となる可能性がある。また、計
画道路の指定が多数に上り、かつそれら道路の完成までの期間が長期化
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したことが、街路の景観を十年単位で害したり、民間の投資意欲を削い
だりする結果にもなっている。
こうした観点を踏まえ、中心市街地の交通インフラの整備については、
具体的な論点として次の点が重要と考えられる。

① 交通インフラと街造りの整合性を高めること。
まず道路網ありきではなく、交通インフラは各エリアを結ぶ動線と
して明確に位置付けていくことが必要である。この点を担保するため、
ターミナル機能の強化を含め、｢街造り協議会｣で交通インフラの問題
も併せ検討することも考えられる。特にアーバン計画の実現に併せて、
近隣エリアの交通網の効率的かつタイムリーな整備が重要である。

② 長崎らしい公共交通網の整備を図ること。
既存の路面電車、バス、タクシーに加えて、新たにＬＲＴ(ライト
レールトランジット；高速、大量輸送が可能で、郊外線も視野に入れ
た都市型軌道)、水上交通(港内・湾内や一部の河川を結ぶ都市間交通)
のほか、ムービングウォーク(ターミナル間の移動等に用いる｢動く歩
道｣)なども含め、公共投資配分の全体的なあり方を見直す中で、必要
に応じて公的資金を積極投入することによって、公共交通の利便性向
上を検討すべきである。これにより、中心市街地の交通渋滞問題の大
幅な軽減につなげていくことが必要である。特に、路面電車について
は、長崎の地勢にマッチした交通手段であり、現在でも優れた経済性、
機能性を有しているが、今後公的支援の拡充も視野に入れながら一層
の充実・活用が強く望まれる。具体的には、次のような対応の検討を
提言したい。
・ ループ路線の採用により各系統の路線の単純化を図り、利便性
を向上させること。特に築町での乗換えを回避するほか、ＪＲ
長崎駅から石橋方面への直結運行を実現すること。

・ ＪＲ長崎駅から、松ヶ枝に至る海岸線については、今後アーバ
ン計画の進展により利用客の大幅な増加が見込まれることから、
現在のＪＲ長崎駅→五島町→大波止→出島の路線と平行した新
路線を検討すること(なお、ＪＲ長崎駅から大波止までの間につ
いてはムービングウォークの利用や憩いの雰囲気のある歩道の
整備も一案)。

・ 郊外新線の建設や低床型車両の導入による、高速化と大量輸送
の実現を目指すこと。

③ 道路整備に要する期間の短縮を図ること。
道路整備も引続き重要な課題である。その際、望まれるのは、これ
までのように計画から完成まで何十年もかけるのではなく、計画が策
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定された時点で、短期集中的に工事を行い、その間の地域の景観、利
便性の低下を回避することである。そのためには、公共予算の執行に
ついては、多くのプロジェクトを漸進的に進めるのではなく、一つの
プロジェクトを完成させてから次のプロジェクトに移るといった対応
が必要である。この点は、郊外の高規格道路等ならともかく、中心市
街地の道路整備については決定的に重要である。

④ 景観の維持向上に繋がる駐車場の整備を図ること。
中心市街地の駐車場中には、アドホックな設置によって街の景観を害
しているものも散見される。他方、駐車場は全体として不足しており、
このことが交通渋滞を含めアクセスの利便性を損ない、中心市街地空
洞化の一因ともなっている。ただ、広大な駐車場の確保は現実的では
なく、エリアごとの駐車場ビルの計画的整備と、観光客も視野に入れ
たシャトルバス等による駐車場からの動線確保（パーク・アンド・ラ
イド）の活用等により、現実的な解決を図るべきであろう。

(３) 祭りやコンベンションのファシリティーの整備

長崎にとって、フェスティバル・祭りやコンベンションは重要な観光
需要である。従って、その誘致体制の強化のほか、祭りについてはそれ
自体の魅力の増大を図ることが当然必要である。また、その際、フェス
ティバル会場など、受け皿機能の充実を併せ図るべきであろう。そうし
た受け皿機能の充実は、長崎市民のアメニティー増大にもプラスになろ
う。具体的には、次の点について提言したい。

① イベントやフェスティバルの充実については、単発でも相応の効果
はあるが、定期的、反復的に開催される方が、リピーターの増加な
どの効果が大きい。加えて、「長崎ならでは」のものであれば、さら
に効果は大きい。ランタンフェスティバルの成功は、そうした面に
よるところが大きいと考えられる。その意味では、蝶々夫人に因ん
だ声楽コンクールないしオペラを毎年開催するとか、中国、オラン
ダ関係、ないしは船・海洋に因んだメッセを開催することも考えら
れる。いずれにせよ、そうした相応の規模のフェスティバルが年間
を通して開催されるようになれば、イベント会場、パフォーマンス
ホール等のファシリティーを無駄なく活用できよう。逆に、そうし
た通年の利用が見込まれないと、ファシリティーを整備しても、採
算が取れないこととなる。

② 長崎くんち等の｢祭り｣については、観光振興の観点から、可能な限
り「より多くの県外客に見せる」工夫が必要である。例えば、長崎
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くんちについては、現在の 3日間の日程に加えて、前後の週末に「長
崎くんちの夕べ」のようなパフォーマンスを追加開催するといった
ことを検討する必要がある。逆に、そうした対応によって収入（予
算）確保を図らないと、資金面の制約から将来的には規模の縮小を
余儀なくされるおそれもある。

③ ①、②の対応を講じた上で、長崎くんちの出し物やランタンフェス
ティバルの皇帝パレード等については、雨天でも屋内で多くの見物
客が着席して見られるよう、桟敷的なファシリティーを整備する必
要がある。特に、ランタンフェスティバルについては、新地の湊公
園だけでは、近年の観客増から受入れ体制が限界に来ており、湊公
園を補完する会場も必要と思われる。この間、｢観光蛇踊り｣につい
ては、ハイシーズンの週末等においては当該ファシリティーで常時
パフォーマンスが見られるようにしてはどうか、と考えられる。そ
うしたパフォーマンスを歓迎イベントとして活用し、経済効果の大
きい大型旅客船の誘致を図ることも考えられる。

④ 長崎の歴史、文化を概観できるファシリティーも必要と考えられる。
長崎には、日本人の多くが関心を抱く、歴史・文化(出島、キリシタ
ン、近世、原爆等のほか、チャンポン、卓袱といった食文化、さら
には凧揚げなどの風物詩)の宝庫である。しかしながら、それらを統
一的に、一箇所で概観できるファシリティーがないのが現状である。
このため、長崎を訪れた人達にとって、長崎をトータルに理解でき
ないまま滞在するといった可能性がある。長崎の魅力を多くの人に
知ってもらい、少しでも長く滞在してもらうためには、そうしたフ
ァシリティーがどうしても必要と考えられる。特に、鎖国時代のオ
ランダや中国との交流の歴史に関しては、長崎でしか実感をもって
学ぶことのできないものであるにもかかわらず、そのためのファシ
リティーがないのは極めて残念である。

　　なお、そうした情報面の重要性という意味では、観光案内も充実さ
せる必要がある。例えば、市内の名所、旧跡(日本最初の…といった
跡地も含め)を一覧的に示し、そこへのアクセスを案内するといった
情報提供も重要であるが、そうした総合的な案内板も（稲佐山頂上を
除けば）今のところ存在しない。

５．ＰＦＩの活用

(1)ＰＦＩ活用の必要性
中心市街地を巡る個々の問題点、解決に向けての提案は以上であるが、
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実際にこうした活性化策を推進して行くことは容易でない。また、期間
の長期化も懸念される。特に、昨今の国、県、市町村の財政悪化の状況
を踏まえると、従来のように｢官に依存した街造り｣はもはや大きくは望
めない。また、街造りは市民主導が本来の姿であり、市民がより深く参
画した形を追求すべきである。こうした点を踏まえると、最近注目を集
めているＰＦＩ(private finance initiative)方式の導入が不可欠であ
る。ＰＦＩの基本的なメリットは、財政制約が緩和されるため事業を早
期に推進できること、民間のノウハウを活用できるため効率的な運営が
図られることの２点である。そうしたメリットは街造りにおいて、非常
に大きな利点になると思われる。

(２)ＰＦＩの実際の手順
ＰＦＩには種々のパターンがあるが、要は、何らかのキャッシュフロ
ー収入を前提とする、官と民との共同による公共的インフラの整備(建
物の建築プラスその後の運営)であり、以下のようなプロセスを基本型
としている（長崎の場合、実際の作業は、｢街造り協議会｣で行うことが
考えられる）。

① 公共性があり、かつ建設、その後の運営に当たって民間の資金、ノ
ウハウを活用することになじむものを対象事業して選択する。

② 当該事業の総コスト(建設コスト、運営費用)を算出し、そのうち官
の負担(当初建築費に掛かるコスト負担、土地の無料使用、低利融資・
出資等の支援措置、レントや運営費の一部対価の支払い)を事業ごと
に予め特定する。追加負担は行わないのが大原則(この点が、いわゆ
る第３セクター方式との最大の違い)。

③ 当該事業の主たる事業者を入札方式により決定する。
④ 事業主体は、事業ごとに設立する株式会社とし、出資は極力幅広く
募る（市民の参画を求める）。なお、最近の金融規制の緩和により可
能となった、資産(土地、建物、ないしそこから得られるキャッシュ
フロー)担保証券の発行による資金調達も積極的に活用すべきである。

(３)中心市街地におけるＰＦＩを活用した提案
中心市街地活性化のためＰＦＩを活用していくフィージビリティー、
必要性は極めて大きいと考えられる。例えば、アーバン計画の推進、各
種のファシリティーの充実、公共的交通網の整備など、ほぼ全ての街造
りプロジェクトに対して、何らかの形でＰＦＩは適用可能と考えられる。
そうした展望の下に、ＰＦＩ活用の第 1 ステップとして県庁舎の建築と
跡地利用を検討してはどうか。

① 新庁舎は長崎魚市跡地に建設する。新庁舎には、県庁オフィスのほ
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か、県議会施設に加え、可能な限り幅広く公共サービス事務所を集約
する。また、バスなどの交通ターミナルや展望台も収容する。さらに、
観光客も視野に入れた駐車場をビル内に確保する。この場合かなりの
高層建築となることから、斬新なデザインにより長崎のランドマーク
として新庁舎を位置付ける。
② 県庁舎跡地については、長崎の歴史、文化(食、祭り等)を一覧し得
る施設(長崎総合歴史民俗資料館＜仮称＞)を建築し、長崎来訪者のガ
イダンス的な機能を持たせる。建築物の設計に当たっては、同所がか
つて長崎奉行所所在地であったことに鑑み、長崎奉行所のイメージを、
可能な限り織り込んでいくことが適当である。
③ 新庁舎、長崎総合歴史民俗資料館の建設、運営主体として、株式会
社を設立する。資本金については、現在県が新庁舎建設のために積み
立てている基金のほか、県民からの出資、不動産の有価証券化手法を
用いて資金調達を行う。
④ 当該会社は、入居者から賃料を徴収することで、経常費用を賄うほ
か、減価償却も行う。この間、県も賃料として一定の使用料を当該会
社に支払う（他方で、県は出資者として配当を受け取る）。

このプロジェクトについては、基本的に県の単独事業であり、法律面
からの制約は無く、十分な実現可能性がある。また、いずれにせよＰＦ
Ｉはこれからの社会資本整備において重要な位置を占めると考えられる
が、わが国においてなお事例が少なくノウハウの蓄積が必要である。こ
うした観点から、パイロット・プロジェクトを推進していくことが有効
と考えられるが、県庁舎の新築、長崎総合歴史民俗資料館の設置は、公
共性、必要性、採算性の面で最適なプロジェクトと考えられる。

６．その他の課題、留意点

長崎都心活性化に向けての基本的課題は、以上のとおりであるが、この
ほかにも課題、留意点が少なくない。中でも重要なものは次のとおりである。

（１）周辺町村との連携を深める必要があること。

　長崎中心市街地の活性化に当たっては、長崎市内の他地区はもと
より、近隣町村との連携が必要である。例えば、伊王島、高島、時
津、長与等については、交通網の整備、観光施策の推進等について、
一体となって進めていく必要がある。
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（２）市民への情報開示をより早く、より詳細に行っていく必要があるこ
と。

　よりよい街造りを進めていくためには一部の私権を制限する必要
が生じる場合がある。そうした面からも、市民の理解、協力を十分
得ていく観点から、都市・道路計画、イベント計画等について一層
前向きな情報開示が望まれる。この間、アーバン計画については、
ＰＦＩの活用も展望し、造成コスト、倉庫撤去・移転費用、金利コ
ストなどを総合的に開示し、このプロジェクトに関する市民の理解
を深めるとともに、事業への積極的な参画を促すことが適当であろ
う。

（３）歴史的建築物の弾力的な活用を図ること。

　歴史的な建築物を維持することや、歴史的な建築物を復元する努
力は重要である。それらは、貴重な観光資源ともなろう。しかしな
がら、保存・復元を過度に重視し、その内部の活用を余りに規制す
ると、経済効果としても、また観光客の求めるアメニティー確保の
面からも、さらには長崎市民の憩いの場確保という面からも適当で
はない。この観点から、歴史的建築物のイベントの会場としての利
用、ケータリングの容認などを積極的に進めていくべきではないか
と考えられる。特に、出島復元に当たっては、建築物をレストラン
等として開放し、その収益金を維持費に充当していくといった発想
が必要と考えられる。また、歴史的船舶についても、同様に積極的
な活用が必要と考えられる。

以  上
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